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野
口
英
世
博
士
（
以
下
「
野
口
」
）
の
生
涯
（
一
八
七
八
’
一
九
二

六
）
と
研
究
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
二
年
初

版
「
梅
毒
の
血
清
診
断
」
（
以
下
「
本
書
」
）
と
出
版
に
至
る
ま
で
の

研
究
に
つ
い
て
は
殆
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
・

演
者
は
野
口
が
一
九
○
○
年
渡
米
後
フ
レ
キ
ス
ナ
ー
博
士
（
一

八
六
三
’
一
九
六
四
）
及
び
神
経
学
者
ミ
チ
ェ
ル
博
士
（
一
八
二
九

’
一
九
一
四
）
の
指
導
に
よ
り
開
始
し
た
蛇
毒
の
研
究
か
ら
種
々

の
研
究
の
経
緯
を
へ
て
血
清
免
疫
学
的
実
験
手
法
を
体
得
し
一
九

一
○
年
に
本
書
を
出
版
す
る
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。
当

時
よ
り
少
し
遡
り
十
九
世
紀
来
よ
り
正
常
血
液
の
殺
菌
作
用
（
補

体
）
、
溶
菌
現
象
、
凝
集
反
応
、
抗
毒
素
、
血
液
型
、
補
体
結
合
反

応
な
ど
次
々
と
発
見
さ
れ
て
血
清
学
が
誕
生
し
免
疫
学
の
幕
開
け

60

野
口
英
世
著
扇
の
冒
冒
ロ
旨
唱
５
ｍ
厨
三

野
冒
旨
」
（
一
九
一
○
初
版
）
の
出
版
と

そ
の
経
緯
に
つ
い
て

会
田
恵

と
な
り
、
そ
し
て
野
口
は
一
八
九
八
年
に
北
里
柴
三
郎
所
長
の
伝

染
病
研
究
所
助
手
に
な
る
。
渡
米
後
ま
も
な
く
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ヤ

大
学
で
蛇
毒
の
研
究
を
精
力
的
に
行
な
い
一
九
○
二
年
に
は
最
初

の
論
文
（
蛇
毒
の
血
球
溶
解
作
用
、
抗
細
菌
溶
解
作
用
及
び
毒
性
に
つ

い
て
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
一
九
○
三
年
よ
り
フ
レ
キ
ス
ナ
ー

博
士
の
推
挙
に
よ
り
創
立
間
も
な
い
デ
ン
マ
ー
ク
の
血
清
治
療
研

究
所
（
⑦
○
蔚
吋
ョ
呂
昌
口
曾
三
口
蔚
旦
艀
日
日
弓
扁
国
冨
）
に
留

学
し
約
一
年
間
、
当
時
著
名
な
マ
ド
セ
ン
博
士
に
血
清
免
疫
学
の

指
導
を
受
け
、
弓
○
×
言
曾
少
目
８
×
旨
の
他
十
編
の
発
表
が
み
ら

れ
る
。
当
時
野
口
は
二
十
六
歳
で
マ
ド
セ
ン
博
士
（
一
八
七
○
’
一

九
五
七
）
は
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
、
パ
ス
ッ
ー
ル
に
学
び
ジ
フ
テ
リ
ア
毒

素
、
抗
原
抗
体
反
応
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
フ
レ
キ
ス

ナ
ー
博
士
は
米
国
よ
り
最
初
の
留
学
生
と
し
て
野
口
を
送
っ
た
の

で
あ
る
。
一
九
○
三
年
帰
米
し
、
研
究
に
よ
り
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

研
究
所
の
所
員
と
し
て
順
次
昇
進
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
が
刊

行
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
溶
血
反
応
、
凝
集
反
応
、
沈
降
反
応
、
補
体

な
ど
の
研
究
と
血
清
免
疫
現
象
に
つ
い
て
の
研
究
が
多
数
続
き
、

生
化
学
雑
誌
に
も
発
表
し
て
い
る
。
丁
度
そ
の
頃
一
九
○
五
年
に

は
ベ
ル
リ
ン
で
女
性
の
患
者
よ
り
目
Ｈ
ｇ
○
用
ョ
四
℃
堅
巨
匡
目
が
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発
見
さ
れ
翌
年
に
は
コ
ッ
ホ
研
究
所
の
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
等
に
よ
る

梅
毒
の
補
体
結
合
反
応
の
発
見
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
エ
ー
ル
リ
ッ

ヒ
に
よ
る
サ
ル
バ
ル
サ
ン
に
よ
る
治
療
が
発
見
さ
れ
て
い
る
時
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
野
口
は
欧
米
医
学
の
最
新
の
研
究
の
流
れ
の
中

で
、
梅
毒
に
つ
い
て
強
い
興
味
を
持
ち
補
体
結
合
反
応
を
中
心
に

約
七
年
間
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
本
書
と
な
っ
て
い

る
。

本
書
の
序
文
に
は
、
当
時
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
反
応
（
以
下
「
ワ
氏
反

応
」
）
に
つ
い
て
多
数
の
出
版
が
出
て
い
る
の
で
、
臨
床
実
験
室
で

正
確
な
成
績
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
溶
血
の
原
則
の
簡
単
な

説
明
を
行
な
う
こ
と
が
本
書
の
目
的
と
あ
り
、
最
後
の
章
に
は
自

分
の
研
究
し
た
神
経
梅
毒
の
診
断
法
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
も

の
べ
て
い
る
。
本
書
は
一
七
三
頁
に
な
る
が
本
文
は
一
三
七
頁
で

別
に
巻
末
に
は
因
ｇ
ｏ
喝
§
ご
と
し
て
当
時
の
梅
毒
に
つ
い
て

の
実
験
室
診
断
の
研
究
者
を
二
十
一
頁
に
わ
た
り
列
記
し
、
簡
単

な
紹
介
も
全
員
に
添
え
て
い
る
が
、
自
分
の
名
前
も
並
べ
一
九
○

六
年
よ
り
三
年
間
の
本
書
に
関
係
す
る
自
分
の
十
七
編
の
英
又
は

独
佛
文
の
論
文
も
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
末
の
付
録
と
し
て

Ｑ
３
朗
曼
の
八
頁
が
あ
り
、
当
時
の
新
し
い
血
清
免
疫
学
用
語
に

そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
を
つ
け
て
あ
る
。
本
文
は
十
二
章
よ
り
な
り
、

溶
血
反
応
、
抗
原
と
抗
体
、
梅
毒
診
断
に
抗
体
測
定
の
間
接
的
方

法
の
応
用
、
梅
毒
の
血
清
診
断
に
補
体
結
合
反
応
の
種
々
の
方

法
、
著
者
の
推
薦
す
る
梅
毒
の
血
清
診
断
シ
ス
テ
ム
、
著
者
の
方

法
に
よ
る
修
正
、
梅
毒
反
応
に
関
係
す
る
血
清
の
不
活
化
、
ワ
氏

反
応
の
技
術
と
診
断
的
価
値
、
最
後
の
十
二
章
に
上
述
の
神
経
梅

毒
患
者
の
脳
脊
髄
液
の
酪
酸
に
よ
る
グ
ロ
ブ
リ
ン
試
験
に
つ
い
て

二
十
一
頁
も
述
べ
て
い
る
。

本
書
の
二
版
が
翌
年
一
九
二
年
、
三
版
が
一
九
一
二
年
と
毎

年
改
版
増
補
し
三
版
の
最
後
に
は
梅
毒
皮
層
反
応
で
あ
る
ル
エ
チ

ン
反
応
に
つ
い
て
三
十
四
頁
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
正
五
年
（
一

九
一
六
）
に
こ
の
章
が
「
ル
エ
チ
ン
反
応
」
と
し
て
本
邦
で
赤
津
誠

内
に
よ
り
（
七
十
四
頁
）
訳
出
出
版
さ
れ
た
が
、
歴
史
的
な
出
版
と

な
っ
て
い
る
。

（
会
田
内
科
医
院
）


